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は賛同のコメントが多く寄せられ、SNS 内の引用機能であるリツイートは 99,473 件、
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・普段はおとなしい A さんが元気なイメージの B さんとお話をしていた 
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専任の司書教諭 2 人、学校司書 1 人で運営。 
専任の司書教諭 1 人と、生徒 5 人に質問。 
 
[B 中学校] 
専任の学校司書 2 人で運営。 
専任の学校司書 1 人と、生徒 4 人に質問。 
 
[C 中学校] 
専任の司書教諭 2 人、学校司書 1 人で運営。 












質問への回答の概要を表 2 に示す。 
 
表 2  [項目 1：中立の領域で]についての回答 
A 校 学校図書館担当者 
◎ あまりない 





◎ 1 人で来て、1 人でずっと過ごすことが多い 
B 校 生徒 
◎ 1 人で来て、1 人でずっと過ごすことが多い 









うだ。また、A 校の学校司書は「図書委員の先輩 A さん・後輩 B さんが話しているところ
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この項目についての回答を表 3 に示す。 
 
表 3  [項目 2：サードプレイスは人々を平等にするもの]についての回答 






B 校 生徒 
◎ 部活の先輩となら話す 






































[質問 3-b] あなたの学校の学校図書館では、どのような会話がされていますか？ 
である。 
この項目についての回答を表 4、表 5 に示す。 
 

















































































































この[質問 4-a]、[質問 4-b]の回答を表 6～表 8 に示す。また、開館時間に関するその他
の意見を表 9 に示す。[質問 4-c]の回答を表 10 に示す。 
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表 6  [項目 4：利用しやすさと便宜]についての回答―開館時間とその状況―A 校 













休み時間 〇 〇 〇 ×  
授業時間 〇 〇 〇 ×  













表 7  [項目 4：利用しやすさと便宜]についての回答―開館時間とその状況―B 校 






始業前 × × × ×  
休み時間 〇 〇 〇 ×  
授業時間 〇 〇 〇 ×  











表 8  [項目 4：利用しやすさと便宜]についての回答―開館時間とその状況―C 校 





週 2 日〇 
(月・金) 











〇 〇 〇 ×  
授業時間 〇 〇 〇 ×  





〇 〇 〇 




























































写真 1 図書館の入口前の雑誌スペースと座席(A 校) 
 
 
















































































































































この項目についての回答を表 13 に示す。 
 


























写真 3  学校図書館内に飾られたクリスマスツリー(A 校) 
 
 
写真 4  クリスマスツリーについてのお知らせを表示しているデジタルサイネージ(A 校) 
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[質問 8-a]と[質問 8-b]は関連する回答が多かったので[表 14]にまとめ、[質問 8-c]は[表



















































































写真 6 雑誌コーナー近くのソファ(C 校) 
 
 





























































表 17  調査結果のまとめ 
項目 
番号 





概 念 が な い こ
と 
③ 多様な人との









① → 〇 
② → 〇 






下 関 係 が な い
こと 
② 上下関係を超





















































































































① → 〇 
どの学校も常連はある程
度いた。 
② → △ 
常連同士での雰囲気の形
成がなされていない。 







































































































④ → 〇 
学校図書館では、自由に
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6.1.4.「第三の場」としての学校図書館の実現可能性と展望(第 5 章) 
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